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1. は じ め に

近年，建築物や交通機関のバリアフリー化が進められて

おり，これに伴ってそれらの施設の情報を記載したバリアフ

リーマップの作成，公開が自治体やボランティア団体など

により数多く行われている1)．しかし，現状のバリアフリー

マップでは，情報の鮮度が失われることによる正確性の欠如

と，情報の氾濫によって各ユーザに適切な情報の入手が妨げ

られるという問題が存在する．その問題を解決するために，

本研究では，投稿された情報を用いて，ユーザの現在地を考

慮したリアルタイムのナビゲーションを行うシステムを構築

している3)．しかし，投稿情報の性質上，いろいろな立場で

の主観的な情報が混在したり，時間の経過による状況の変化

も含めると，その信用性に関しては玉石混淆であるといわざ

るを得ない．一般に，信用性の比較的高い情報は，その情報

に詳しい人やその地域に詳しい人からの投稿情報である．そ

こで，情報の地域性や専門性に基づく投稿の信頼度の新しい

評価法を提案することを目的とする．

2. システムの概要

本システムには，(1)ユーザからの投稿情報を受け付け，地

図に表示する機能, (2) 投稿されたデータを他の一般ユーザ

が閲覧，評価する機能, (3) 投稿された情報を用いた経路や

行き先の推薦を行う機能，という 3つの機能がある (図 1)．

図 1 システムのイメージ
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2.1 投 稿 情 報

ユーザから投稿情報を集めることで，情報の鮮度の確保が

期待できる．投稿情報は地図上にアイコンで表され，ユーザ

はそれをクリックすることで，投稿されているその地点に関

する画像やコメントや障碍者用の駐車場やエレベータなどの

有無といった情報を見ることができる (図 2 右)．一度投稿

された情報には，投稿の内容に同意するか，参考になったか

どうかについて別のユーザが評価を追加できる．

図 2 投稿情報の表示

3. 情報の信頼度

ユーザからの投稿情報を用いて情報を推薦する際には，そ

の情報が信用に値するものかどうかを判断するために，情報

の信頼性が重要である．

本研究では，信頼度は地理的投稿傾向によるもの，投稿情

報の評価によるものの 2種類に分けられる．これらの信頼度

はユーザのプロファイル中の社会的状況，身体的状況，およ

び過去の投稿，評価を用いて求める．

3.1 地理的投稿傾向による信頼度

地理的な情報を投稿する際に，あるユーザの投稿が特定の

地域に集中していれば，その地域はユーザが日常的に訪れる

地域であり，詳しいと考えられる．たとえば 3の場合，ユー

ザ Aの投稿情報は地域 2(右側)に集中していて，ユーザ B

は地域 1(左側)に集中しており，Aは地域 2に，Bは地域 1

にそれぞれ相対的に詳しいと考えられる．あるユーザ ui が

投稿した情報の集合を Iui,1, Iui,2, ..., Iui,N とする．各情報

Iui,j に対し，他の Iui,k の要素とのマンハッタン距離を求め

る．そして，その距離に応じて減衰する関数により，他の要
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図 3 地理的投稿傾向

素との和 Rui,j を求める．

Rui,j = a

N∑

k=1

1

(|xk − xj |+ |yk − yj |)b
(1)

aと bは定数である．

Rui,j は，付近に，評価の高いユーザ自身の投稿情報が密

集している場合に高くなるが，市街地など，元々情報が集ま

りやすいと考えられる地域とそうでない地域があり，地域別

の情報の集まりやすを考慮する必要がある．そこで，他の

ユーザの情報の集まり具合を考慮する．

その投稿情報の地点を中心とした半径 r の円を考え，そ

の円の内側にある投稿情報と地図全体における全投稿情報

数の比 ratiopost と，および円の面積と地図全体の面積の比

ratioarea を考える．

ratiopost =
円内の投稿情報数
地図内の投稿情報数

(2)

ratioarea =
πr2

地図の面積
(3)

そして，地域別の情報の集まりやすさ C を

C =
ratiopost

ratioarea
(4)

とする．この値が大きければ，他の地域より相対的に情報が

多いことになる．この値を用いて，地域別の情報の集まりや

すさを考慮した後の Qui,j は

Qui,j =
Ru

C
(5)

とする．

3.2 投稿情報の評価による信頼度

評価による信頼度の概念は，よい評価を多く受けている人

の情報は，信頼度が高いという考えに基づく．

各ユーザは，他のユーザに対する信頼度を投稿情報のジャ

ンルごとに [0,1]の値である r(user, genre)として保持する．

初期値は 0.4 とする． 投稿情報を見たユーザは，それに対

して追加投稿を行うことができる．このとき，返信の対象と

する情報の指定および情報に賛同するかしないかの意思表示

を行う．すなわち，各投稿情報ごとに，最初の投稿を根とす

る図 4 のような木構造が構成される．矢印は返信対象の情

報を示し，○印は賛同，×は反対の投稿をそれぞれ示す．あ

るノードの下に賛同する投稿が追加された場合，その対象と

なったノードの情報の信頼度を増強する役割を果たす．また，

反対投稿が行われた場合，対象となった情報の信頼度を打ち

図 4 投稿情報への評価のリンク構造

消す働きをする，といったように賛同の場合に正の，反対の

場合に負の信頼度の伝搬が行われる．各ノード i（投稿）の

信頼度 Ii を

Ii = WiVi + g(ini) (6)

として表す．iniは直接接続された子から伝搬する情報の信頼

度であり，ini =
∑

j
IjWjである．また，gは活性化関数であ

る．Viは投票を示す [-1, 1]の値で，たとえば，”賛同” = 1, ”

反対” = −1 である．Wi はユーザの信頼度 r(user, genre)

を表す. 図の中ではリンクの重みに相当する．ユーザがある

情報に対し参考になったかならなかったかをフィードバック

したとき，信頼度を更新する．ここではフィードバック Fを

「参考になった」= 1,「参考にならない」= 0 とした．　ユー

ザからの信頼度の更新は，フィードバックと投稿情報の信頼

度の誤差を用いた誤差逆伝搬法によって以下のように行う．

Wi ←Wi + α(F − Ii)g
′(in) (7)

それより下層の部分では誤差 δ を

δj ← g′(in)δi (8)

と更新しながらリンクの重みを

Wi ←Wi + α ∗ Ii ∗ δj (9)

と更新する．αは学習率である．

4. ま と め

本稿では，ユーザが画像やテキスト情報を投稿し他のユー

ザと共有，および投稿された情報を利用した情報推薦システ

ムにおける信頼度について述べた．

今後，有効性の検証，評価を行うことを予定している．ま

た，システムの投稿情報のコメントの自然言語文を，その情

報についての評判情報として考え，それを解析することに

よってフィルタリングに用いることを検討している．
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